
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 
 

日 時   平成３０年 １１月１４日（水） 

学 年   第３学年  男子６名，女子９名，計１５名 

算数科 第３学年 世羅町立せらにし小学校 
指導者 T１ 上久保 京子 

    T２ 東 博晃 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力  主体性 

「三角形と角」  
   ～おじいさん，おばあさんにコースターをプレゼントしよう～ 

 本単元と学習指導要領との関連は次のようにな
っている。 
 
 
 
 
 
 
 

本単元では，三角形の辺の長さに着目して特徴を

見い出し分類したり，定規やコンパスを用いて作図

したりする活動を通して，２辺が等しい三角形を二

等辺三角形，３辺とも等しい三角形を正三角形とい

うことを理解させることをねらいとしている。ま

た，折り紙で二等辺三角形と正三角形を折り，底辺

を二等分し合同な２つの直角三角形に分けられる

という図形の性質についても理解させる。二等辺三

角形や正三角形の角の大きさについては，折って重

ねる操作を通して，２つの角の大きさが等しいもの

を二等辺三角形，３つの角の大きさが等しいものを

正三角形であることを理解させていく。そして，二

等辺三角形や正三角形を敷き詰める活動を通して，

模様の美しさを感得したり，模様の中の別の形を見

つけ出したりするおもしろさにもふれさせる。 

 このように本単元では，作図や基本的な図形の操

作活動を通して，図形を構成する要素に着目して二

等辺三角形，正三角形について理解できると考え

る。 

 本学級の児童は，学習に意欲的に取組んでい

る。また，分からないことを「分かりません」

と言える児童も，「分かりたい」という気持ちが

高まりつつある学級である。 

 レディネステストを行ったところ，結果は次

のようであった。 

○定規を使った問題では，三角形，四角形とも

に３名の児童が作図できていなかった。誤答

としては，定規を正しく使っていない，辺と

辺の端がきちんとついていない，３つの辺で

描けていないことだった。 

○直角三角形を見つける問題では，４名のみが

正答していた。直角の形は理解しているが，

マスを二等分した直角になると見つけること

が難しい。 

○２つの辺の長さが同じ三角形を見つける問題

において正答だったのは１人で14名が誤答で

あった。誤答の理由として，上向きの場合は

見つけることができるが，ます目を使った２

つの辺の長さが同じ三角形を見つけることの

できない児童が大半である。 

 この結果から，見た目や感覚で図形をとらえ

ている児童が多く，定義や性質に基づいて正

しく理解しているとは言い難いといえる。 

（１）単元観 （２）児童観 

C 図形 
（１） 図形についての観察や構成などの活動を通し

て，図形を構成する要素に着目し，図形につい
て理解できるようにする。 

  ア 二等辺三角形，正三角形について知ること。 
  イ 角について知ること。 

 

（３）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

【ス キ ル】 
②思考力・判断力・表現力 
  三角形の性質を調べ，自分の考えに根拠をもち，説明したり他の考えと自分の考えとを比較したりす
ることを通して、思考力・判断力・表現力を育成する。 

【意欲・態度】 
④主体性 
  お世話になった地域の方にプレゼントをするという課題設定をすることで，毎時間の学習への意欲を
高め，主体的に学ぼうとする態度を育成する。 

 



   【本単元の学習の関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 ３年 ４年 

10）長方形と正方形 

・三角形，四角形の概念 

・平面図形を構成する要素

（辺，角の頂点） 

・直角の概念 

・長方形，正方形，直角三角

形の概念，作図 

13）円と球 

・円と球の概念と性質 

・コンパスの使い方と機能 

17）三角形と角 

・二等辺三角形，正三角形の 

 概念，性質，かき方 

・形としての角の概念，大小

比 

 較 

2）角の大きさ 

・回転の角の大きさと単位 

・角度のはかり方 

・対頂角の性質 

・三角形のかき方 

（４）指導観（指導改善のポイント） 

本単元の課題設定に，総合的な学習の時間でお世話になった方々にお礼のプレゼントを作る計画を立て

ている。正三角形や二等辺三角形をつなげてコースターを作ることで，学習への意欲を高めていく。 

指導に当たっては，作図や図形の操作活動を重視することで，三角形の辺の長さや角の大きさの関係に

着目し，二等辺三角形と正三角形の定義や性質を実感をもって理解できるようにさせたい。そのために，

定規やコンパス，ます目を意識した作図，ストローやひご等による構成，折り紙を折る等の活動を豊かに

行う。また，二等辺三角形や正三角形の構成を繰り返す中で，二等辺三角形の底辺と他の二辺を同じ長さ

にすると正三角形になることに気付かせ，二等辺三角形と正三角形の関係に着目できるように指導してい

く。角の大きさを比べる活動においても，実際に紙を切り抜いた二等辺三角形と正三角形の長さの等しい

辺を重ねるように折ることによって，２つの角の大きさがぴったり重なり，それらが等しいことを確かめ

ることを指導していく。 

 また，低学年で学習した図形の定義や構成要素，見方などを活用して考えをもたせ，学習に取組ませて

いく。その際，作図の方法を言葉で説明する活動を取り入れることで，用語や記号を使って表現する力も

つけていく。 

 自力解決の場面では，全員が自分の考えをもつことができるよう，操作活動を毎時間取り入れていく。

その際，辺の長さや，角の大きさに着目すればよいことに気付かせる。自分の言葉で表現できない児童に

対しては，操作の手順を順序に沿って聞き説明させたり，辺や角を意識した見方ができるよう個別にアド

バイスしていく。また，友だちの考えを聞き，自分の考えと比較したり，新たな見方があることに気付か

せたりすることで図形の性質を見つけさせていく。このようにして，三角形の性質を根拠にした考え方，

図形の見方を養っていきたい。 

 本時は，長さの違う４色のストローで作った三角形を二等辺三角形，正三角形，その他の三角形に分類

する活動を通して，それぞれの三角形の特徴をとらえられるようにする。その際、辺の長さをもとに特徴

をとらえられるようにするために，ワークシートに仲間わけと仲間ごとの特徴を書かせるせることで，根

拠をもって分類できるようにする。全体交流の場面では，誤答を取り上げて，その正しい仲間分けと比較

しながら，理由を話し合わせていく。正答が多い場合には，大きさの違う正三角形や，形の違う二等辺三

角形を取り上げて話し合わせることで，形や大きさではなく同じ辺の長さが何本あるかに着目することに

気付かせていく。 

2）垂直・平行と四角形 

・垂直・平行の概念，性質,

かき方 

・台形，平行四辺形,ひし形,

対角線の概念,性質,かき方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）単元の目標 

○二等辺三角形や正三角形の敷き詰めによって模様の美しさや平面の広がりに気づくとともに，身の回りか

ら二等辺三角形や正三角形を見つけようとする。           （算数への関心・意欲・態度） 

○辺の長さに着目して三角形の特徴をとらえたり，角の大きさに着目して三角形の性質を見出したりして，

表現することができる。                           （数学的な考え方） 

○定規とコンパスを用いて，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。（数量や図形についての技能） 

○角について知り，二等辺三角形や正三角形の意味や性質について理解し，三角形についての豊かな感覚を

持つ。                           （数量や図形についての知識・理解） 

 

（２）単元の評価規準 

ア 算数への 

関心・意欲・態度 

イ 数学的な 

考え方 

ウ 数量や図形につい

ての技能 

エ 数量や図形に 

ついての知識・理解 

①いろいろな三角形を

作ろうとしている。 

②身の回りから二等辺

三角形や正三角形を

見つけようとしてい

る 

①三角形について，違い

に気づき分類し，分類

した観点や分類した図

形ごとの特徴を言葉や

図で説明している。 

②円の性質をもとに円

①定規とコンパスを用い

て，二等辺三角形を作

図することができる。 

②定規とコンパスを用い

て，正三角形を作図す

ることができる。 

①角について知り，二等

辺三角形や正三角形

の意味や性質につい

て理解している。 

②角の大きさは辺の長

さに関係ないことを

２ 単元の目標と評価規準 
 

（５）個に応じた指導に関わって 

【支援を要する児童】 

児童Ａ 

 いろいろな三角形の種類から，

直角三角形を全て選ぶことがで

きていない。また，ます目を利用

して三角形の弁別をする問題に

おいて，図形の傾きが変わると正

しく弁別するのが難しい。 

  

 

 

 

児童Ｂ 

 三角形を正しく作図できてい

ない。ます目を利用して直角三角

形を複数選ぶ際，直角三角形の傾

きによって弁別できない。辺の長

さに着目し，三角形を弁別するこ

とにも難しい状況がある。 

 

【個への具体的支援】 

児童Ａ  
○視覚化 
・いろいろな向きで三角形を見ることができるように，教科書や
プリントを傾けたり，ひっくり返したりすアドバイスする。 

○パターン化 
・仲間分けの説明を書く時が難しい場合，簡潔に書けるようアド
バイスする。（例えば，青→２本，赤→１本など） 
・説明の場面において,自分の言葉での説明が難しい時には,
説明カードを渡し，言葉をあてはめて説明させる。 

○作業化 
・三角形を仲間分けするカードの数を減らし，仲間分けをさせ
る。 

 

児童Ｂ 
○視覚化 
・いろいろな向きで三角形を見ることができるように，三角形の
カードの向きを変えるようアドバイスする。 

○パターン化 
・自分の言葉での説明が難しい時には,説明カードを渡し言葉
をあてはめて説明させる。「この三角形は( )つの辺の長さ
が(   )なので，(      )と言います。」というよう
に簡潔明瞭に説明できるようにする。 

・問題に取組んだ後は必ず見直すよう声かけをする。 
○作業化 
 ・「どこに注目したの？」「ストローの色はどうなった？」「こ

の三角形を見て，どう思う？」など，辺に着目できるような
声かけをする。 

 



③三角形を敷き詰めて

模様を作ろうとして

いる。 

の半径を利用し三角

が二等辺三角形や正

三角形になることを

説明している。 

  

③円の性質をもとに，二

等辺三角形や正三角形

を作図することができ

る。 

④角の大きさを比べるこ

とができる。 

 

理解している。 

③二等辺三角形では，２

つの角が，正三角形で

は３つの角が等しい

ことを理解している。 

④敷き詰めの活動を通

して，敷き詰めた模様

の中からいろいろな

形をみつけ，説明して

いる。 

 

 

 

（全１３時間） 

次 学習内容（時数） 
評価 

児童の反応 
関 考 技 知 評価規準 評価方法 

資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○お世話になった

おじいさんやお

ばあさんにお礼

のプレゼントを

作ることを知る。 

 

○長さの異なる4種

類の色のストロ

ーで様々な三角

形を作る。（１） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

    

 

 

 

 

 

 

ア①いろいろな三角形

を作ろうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

 

 
【意欲・態度】 
④主体性 
（行動観察） 

 

 

どうすれば

きれいなコ

ースターが

作れるのだ

ろう。作っ

て み たい

な。 

 

 

ストローの

長さが違う

けど,いろ

いろな形の

三角形が作

れたぞ。 

 

○三角形の分類の

仕方を考え，辺の

長さを観点とし

て，３つに分類す

る。 【本時1】 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ①三角形について，

違いに気づき分類

し，分類した観点

や分類した図形ご

との特徴を言葉や

図で説明してい

る。 

 

 

 

 

行動観察 

ワークシー

ト 
【スキル】 
②思考力・判
断力・表現力 
（行動観察・ワーク
シート） 

 

 

 

２辺の長さ

が等しい三

角形,３辺

の長さが等

し い 三角

形,３本と

も長さの違

う三角形に

仲間分けが

できたぞ。 

 

○二等辺三角形と

正三角形の定義

を知り身の回り

 

 

 

 

 

 

  

◎ 

 

 

 

エ①角について知り，

二等辺三角形や正

三角形の意味や性

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

２つの辺が

等しい三角

形を二等辺

３ 指導と評価の計画 
 

情報の収集  

 

課題の設定  

no 

 

整理・分析  

 



 

 

 

 

 

 

 

から二等辺三角

形や正三角形を

見つける。（１） 

 

 

 

○ 

 質について理解し

ている。 

ア②身の回りから二等

辺三角形や正三

角形を見つけよ

うとしている 

 

 

 

行動観察 

 

三角形、３

つの辺が等

しい三角形

を正三角形

ということ

が わ かっ

た。 

 

 

○二等辺三角形の

描き方を理解し，

作図する。（１） 

  

 

 

○ 

  

ウ①定規とコンパスを

用いて，二等辺三

角形を作図するこ

とができている。 

 

行動観察 

ノート 

 

 
 

 

 

等しい２辺

の長さをコ

ンパスで取

って描き,

交わった点

と辺の端を

結ぶと作図

できたぞ。 

 

○正三角形の書き

方を理解し，作図

する。（１） 

   

○ 

  

ウ②定規とコンパスを

用いて，正三角形

を作図することが

できている。 

 

行動観察 

ノート 

 
 

 

 

 

１辺の長さ

をコンパス

で取って描

き,交わっ

た点と辺の

端を結ぶと

作図できた

ぞ。 

 

○円の性質を活用

した二等辺三角

形や正三角形を

作図する。（１） 

   

○ 

  

ウ③円の性質をもとに，

二等辺三角形や正

三角形を作図する

ことができてい

る。 

 

 

行動観察 

ノート 

  

 

 

円の中心と

円の線を使

って三角形

が 描 けた

ぞ。 

 

○円の性質を用い

て，二等辺三角形

や正三角形がかけ

るわけを説明す

る。（１） 

  

○ 

   

イ②円の性質をもとに

円の半径を利用し

三角が二等辺三角

形や正三角形にな

ることを説明して

いる。 

 

行動観察 

ノート 

 
【スキル】 
②思考力・判
断力・表現力 
（行動観察・ワーク
シート） 

 

 

３辺とも半

径の長さに

すると正三

角 形 にな

り,１辺の

長さだけ変

えると二等

辺三角形に

な る のだ

な。 

表現  

 

表現  

 

整理・分析  

 

表現  

 



二 

 

○用語「角」の意味

を知り，角の大き

さを比べる。（２） 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

ウ④角の大きさを比べ

ることができる。 

 

 

 

 

エ②角の大きさは辺の

長さに関係ないこ

とを理解してい

る。 

 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

 

行動観察 

ノート 

 

 
 
 
 
 
 
 
【スキル】 
②思考力・判
断力・表現力 
（行動観察・ワーク

シート） 

 

 

三角定規の

角を写しと

って比べて

みると,大

きさが違う

ぞ。 

 

 

角の大きさ

は辺の長さ

に関係な

く,辺の開

き具合だけ

で決まって

いるのだ

な。 

 

○二等辺三角形や

正三角形の性質

を理解する。（１） 

    

○ 

 

エ③二等辺三角形で

は，２つの角が，

正三角形では３

つの角が等しい

ことを理解して

いる。 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

 

 

二等辺三角

形は２つの

角の大きさ

が等しく,

正 三 角 形

は,３つの

角の長さが

等しいこと

がわかった 

 

○二等辺三角形や

正三角形の敷き

詰めの活動を行

う。（１） 

    

○ 

 

エ④敷き詰めの活動を

通して，敷き詰め

た模様の中からい

ろいろな形をみつ

け，説明している。 

 

行動観察 

ワークシート 

【スキル】 
②思考力・判
断力・表現力 
（行動観察・ワーク
シート） 

 

 

敷き詰めの

模様から,

正六角形も

見えたぞ。 

三 

 

○学習内容を適用

して，問題を解決

する。（１） 

   

○ 

 

 

 

 

○ 

 

ウ①学習内容を適用し

て，問題を解決す

ることができる。 

エ②基本的な学習内容

を身に付けてい

る。 

 

ノート 

 

 

ノート 

 

 

 

正三角形や

二等辺三角

形の性質を

思い出すと

解けるぞ。 

 

図

画

工

作 

 

○正三角形，二等辺

三角形を組み合

わせて，コースタ

ー作りをする。 

 

○ 

    

ア③三角形を敷き詰め

て模様を作ろうと

している。 

 

行動観察 

  

 

 

同じ種類の

三角形を組

み合わせる

と整った形

ができた。 

 

 

 

 

４ 本時の学習 
 

振 り 返 り  

 
まとめ・創造・表現 

 

創造・表現 

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 



（１）本時の目標 

辺の長さに着目して三角形の特徴をとらえ三角形の性質を見出して，表現することができる。                    

（数学的な考え方） 

（２）準備物 

ワークシート，一覧表（黒板掲示用），三角形のカード，発表用ボード，マジック，ヒントカード 

（３）本時の学習展開 

●ねらい－まとめ ○理解を助けたり，関わりを深めたりするための支援 

☆１学期の研究授業を受けての課題克服のための手立て 

学習活動と求める児童の反応 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

○前時のふり返りをする。 

 

○本時の問題を知る。 

 

 

 

 

○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

○自力解決する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○様々な形の三角形があった

ことを想起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○辺の長さに着目して仲間ご

との特徴を捉えられるよ

う,ストローの色という視

点に絞って分類させる。 

○ワークシートに仲間分けと

仲間ごとの特徴を書かせる

ことで,根拠をもって分類

できるようにする。 

○自分の考えたことを図や言

葉，色分けをして自分なり

に書きこませる。 

（個への支援） 

○いろいろな向きで三角形を
見ることができるように，
三角形のカードをいろいろ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を設定し，解決への見通しをもつ。 

 

２ 課題を解決する。 

 

●ストローに着目して三角形

のなかまわけをして，説明しよ

う。 

☆全員同じ 12 種類の三角

形を扱わせることで活

動しやすくする。 

 

・同じ色の三角形に分けまし

た。 

・赤い色の三角形，青の三角

形，黄の三角形，緑の三角

形に分けました。 

・ストローの色を見て仲間分 

 けをしました。 

・ストローの長さを見て仲間

に分けました。 

 ストローで作った三角形を

なかまにわけると，それぞれど

んな三角形になるだろうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ペアトークをする。 

・自力解決で考えたことを説明し

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○集団解決をする。 

・考えたことを,発表用ボードを使

って説明する。 

 

 

な向きに傾けたり，ひっく
り返したりすることをアド
バイスする。 

【視覚化】 

○仲間分けがしやすいよう

に，正三角形,二等辺三角

形,３つの辺の長さが違う

三角形のカードをまず，6

種類に減らして渡す。 

（Ｔ２）【作業化】 

○自分の考えがまとまった児

童には，他の考え方がない

か考えさせる。 

 

○自分の考えと友達の考えの

相違点を見つけ，自分の考

えを整理したり，深めたり

するために，ペアトークを

行う。 

○児童の思考が整理しやすい

指名の順番を考えておく。 

○自分の考えを相手に分かり

やすく説明することを意識

させる。 

○自分の考えと相手の考えを

比較するよう児童に促す。

(Ｔ１) 

（個への支援） 

○説明が難しい児童には，説

明カードをヒントに説明さ

せる。【視覚化】(Ｔ２) 

 

 

○自分の考えとの共通点や相

違点を考えながら聞かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○説明が十分でない児童から

発表させる。(Ｔ１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○三角形につい

て，違いに気づ

き分類し，分類

した観点や分類

した図形ごとの

特徴を言葉で説

明している。 

【数学的な考え

方】（行動観察・

ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②思考力・判断

力・表現力 

 辺の長さに着

目して三角形の

特徴をとらえて

いる。 

（行動観察・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆考えを説明する児童の

ワークシートが児童全

員に見えるように，発表

用ボードを活用し，聞い

ている児童の思考を整

理しやすくする。 

・山が上向きになる三角，山

が下向きになる三角，山が

横になる三角に分けまし

た。 

・傾く三角と傾かない三角に

分けました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習のまとめを書く。 

 

 

 

 

 

 

○適用題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習で分かったことや，こ

れからもっと学びたいことを書く。 

 

○二等辺三角形や正三角形の

定義につなげるため，同じ

長さのストローが何本ある

かと，それが辺の長さを表

すことに気づかせる。 

 

 

 

 

 

○二等辺三角形，正三角形の

用語を知らせる。 

○多様な三角形を提示し，ど

の三角形の仲間になるのか

をペアで交流させる。 

 

 

 

○児童の言葉でまとめをす

る。 

 

 

 

 

 

 

○問題のそれぞれの三角形に

なる理由を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りをさせると

ともに，次の学習への意欲

をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○三角形につい

て，違いに気づ

き分類し，分類し

た観点や分類し

た図形ごとの特

徴を言葉で説明

している。 

【数学的な考え方】

（行動観察・ワー

クシート） 

 

 

 
４ 本時の学習を振り返り，次時の学習の確認をする。 

 

３ 本時のまとめをし，適用題に取り組む。 

 

・ストローの色を見て仲間分

けをしました。 

・3本とも同じ長さの三角形

と，2本が同じ長さの三角

形と，3本とも長さが違う

三角形で仲間分けをしま

した。 

・３つの辺の長さが同じ三角

形と，２つの辺の長さが同

じ三角形と，３つとも辺の

長さが違う三角形に分け

ました。 

●三角形は，２辺の長さが同じ

なかま(二等辺三角形)，３辺の

長さが同じなかま(正三角形)，ど

の辺も長さがちがうなかまに分

けることができる。 

☆思考を黒板に残すため

に，Ｔ２は発表者の考え

を黒板に残していく。 

 

問題 

下の図の三角形の名前ととく

ちょうを言おう。 

 

 

 

 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・２辺の長さが同じ三角形を二等

辺三角形という。 

・３辺の長さが同じ三角形を正三

角形という。 

・どの辺の長さもがちがう三角形

がある。 
ストローに着目して

三角形のなかまわけを

して，説明しよう。 
○め  

11/14  

 
三角形と角 

○ま  

三角形の一覧表 

 

児童の考え 

キ 

○ふ 

適用問題 

 見通し 
３つにわける。 

 ストローで作った三角
形は，どんななかまに分
けられるだろうか。 

問 


